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【
ビ
ル
マ
戦
：
北
東
部
で
の
戦
い
】

　

岡
垣
町
か
ら
の
兵
士
は
前
号
で
紹
介

し
た
よ
う
に
、
菊
師
団
や
龍
師
団
に
所

属
し
て
い
た
。

　
「
北
東
部
で
の
戦
い
」は『
菊
と
龍
』

（
相
良
俊
輔
著
）を
参
考
に
し
て
、
北
部

と
東
部
に
分
け
て
執
筆
す
る
。
今
回
は

北
部
で
あ
る
。

●
ビ
ル
マ
北
部
で
の
戦
い

　
１
９
４
３（
昭
和
18
）年
２
月
、
菊
師

団
は
北
ビ
ル
マ
に
配
置
さ
れ
た
。
北
部

の
フ
ー
コ
ン
や
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
、
バ
ー

モ
、
カ
ー
タ
、
メ
イ
ミ
ョ
ウ
の
５
地
区

の
防
衛
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
の
主
な
役
割
は
２
つ
あ
る
。

１
つ
は
前
に
も
触
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス

軍
に
よ
る
新
た
な「
援
蒋
ル
ー
ト
」の
工

事
計
画
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

も
う
１
つ
は
そ
れ
と
関
連
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
軍
に
よ
る
日
本

軍
へ
の
反
撃
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。

　

翌
年
２
月
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
反

撃
が
フ
ー
コ
ン
地
区
か
ら
始
ま
っ
た
。

日
本
軍
は
、
後
退
一
方
だ
っ
た
。

　

ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
は
北
ビ
ル
マ
の
カ
チ

ン
州
の
州
都
で
あ
り
、
要よ

う
し
ょ
う衝
の
地
で

あ
っ
た
。

　

ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
地
区
の
守
備
隊
は
、

歩
兵
第
114
連
隊
が
中
心
で
あ
っ
た
。
兵

士
は
約
千
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
に
、
野
戦
病
院
に
は
患
者
が
約
300

人
も
い
た
。

　

同
年
４
月
に
は
、
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
も

イ
ギ
リ
ス
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
菊
師
団
の
戦
死
傷
者
が
増
え

て
い
き
、
弾
薬
も
乏
し
く
な
っ
た
。

　

カ
ー
タ
の
菊
師
団
司
令
部
は
ミ
ー
ト

キ
ー
ナ
守
備
隊
長
と
し
て
、
水
上
源
蔵

少
将
を
派
遣
し
た
が
、
戦
力
を
回
復
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

同
年
７
月
、
水
上
少
将
は
、
司
令

部
に「
敵
ハ
本
格
的
攻
撃
ヲ
開
始
セ

リ
、
陣
地
設
備
薄
弱
、
食
料
、
弾
薬
ト

モ
ニ
僅き

ん
し
ょ
う少
ニ
シ
テ
、
長
期
ニ
ワ
タ
ル
持

久
ハ
困
難
ナ
リ
」と
報
告
し
た
。
し
か

報
道
班
員
ら
は
引
き
返
す
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、「
唄
」は
作
成
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
火
野
は
北
ビ
ル
マ
に
向
か

い
、
護
衛
の
兵
士
が
付
い
た
。

　

同
年
８
月
18
日
、
火
野
は
カ
ー
タ
の

菊
師
団
司
令
部
に
着
い
た
。
そ
の
夜
、

火
野
の
歓
迎
会
が
料
理
店
で
行
わ
れ

た
。
フ
ー
コ
ン
な
ど
北
ビ
ル
マ
の
惨さ

ん
れ
つ烈

な
戦
闘
の
回か

い
こ
だ
ん

顧
談
と
な
っ
た
。
火
野
は

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、「
生
き
て
帰
っ

た
ら
、
北
ビ
ル
マ
の
こ
と
や
中
国
の
雲

南
省
で
苦
し
い
戦
い
を
し
て
い
る
龍
師

団
の
こ
と
も
書
く
よ
」と
語
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
執
筆
は
実
現
し
な

か
っ
た
。

つ
づ
く

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
と
岡
垣
③

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
入
江　
東
樹

し
、
司
令
部
か
ら
は「
ミ
ー
ト

キ
ー
ナ
ヲ
死
守
ス
ベ
シ
」と

の
命
令
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
水
上
少
将
は
独

断
で
、
残
存
の
守
備
隊
兵
士

に
転
進
命
令
を
出
し
た
。
自

ら
は
司
令
部
の
命
令
に
反
し

た
責
任
を
取
る
た
め
に
、
拳

銃
で
自
決
し
た
。

　

転
進
命
令
に
従
っ
た
兵
士

ら
は
後
退
の
途
中
も
攻
撃
を

受
け
、
生
還
で
き
な
か
っ
た

兵
士
も
多
数
い
た
と
い
う
。

　

岡
垣
の「
戦
没
者
名
簿
」で

は
、
戦
没
地
が
ビ
ル
マ
と
し
か

書
か
れ
て
い
な
い
人
た
ち
が
い

る
。
そ
れ
で
も
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ

周
辺
だ
け
で
、
19
人
の
戦
没
者

名
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

北
九
州
若
松
生
ま
れ
の
作
家
に
、
火

野
葦
平
が
い
た
。
火
野
は
１
９
３
８（
昭

和
13
）年
、
自
作
の『
糞ふ

ん
に
ょ
う
た
ん

尿
譚
』で
、
芥

川
賞
を
受
賞
し
た
。

　

火
野
は
陸
軍
報
道
班
員
と
し
て
、
あ

ち
こ
ち
の
戦
地
に
派
遣
さ
れ
た
。
ビ
ル

マ
戦
に
も
派
遣
さ
れ
た
。

　
火
野
は
１
９
４
４（
昭
和
19
）年
３
月

か
ら
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
従
軍
し
、

カ
レ
ワ（
地
図
参
照
）ま
で
行
っ
た
。
同

行
者
に
は
作
曲
家
の
古
関
裕
而
や
洋
画

家
の
宮
本
三
郎
ら
も
い
た
。

　
火
野
は
陸
軍
省
か
ら「
イ
ン
パ
ー
ル
入

城
の
唄
」の
作
詞
を
依
頼
さ
れ
、
古
関
が

作
曲
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
が
う
ま
く
い
か
ず
、

ビルマ
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